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令和５年度当初予算案の概要 

Ⅰ 予算総括 

昨年より始まったウクライナ情勢の長期化や円安の進行等により、エネルギ

ー価格や原材料価格などの物価高騰が現在も経済活動に影響を及ぼしています。

当市においても光熱水費などの経費が増大し財政状況は更に厳しさを増したと

ころです。こうした社会経済状況が大きく変化し厳しい財政運営が見込まれる

状況にあっても、時代や社会の変化に柔軟に対応し、多様化する行政需要に着

実に対応していく必要があります。 
また、市の最上位計画である総合計画については、本年度「桶川市第六次総

合計画」を策定したことから、予算編成においては、基本構想の実現に向け事

業に取り組むとともに、「夢と希望を未来へつなぐまちづくり」の推進に向け、

当市の発展や市民福祉の向上を図るために必要な施策をスピード感を持って展

開していかなければなりません。 
そのため、当初予算の編成にあたりましては、第六次総合計画を基本とし、

新しい時代を見据え、以下に掲げる５つの分野へ限られた財源を重点的に配分

することとし、必要な措置を講じたところです。 
１ 安心安全で利便性の高いまちづくりの推進 

主要事業一覧：№4.7.11.19.23.24 

２ こどもが輝き、安心して子育てができるまちづくりの推進 

主要事業一覧：№8.9.10.12.14.16.17.25.27.28.30 

３ 高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくりの推進 

主要事業一覧：№13.15.18 

４ にぎわいや活力に満ちあふれる元気なまちづくりの推進 

主要事業一覧：№1.3.22 

５ 新たな時代に向けたまちづくりの推進 

主要事業一覧：№2.5.6.20.21.26.29 

 

Ⅱ 予算規模 

１ 一般会計 

２６４億６，２００万円 （前年度比 12 億 2,500 万円 4.9％増） 

２５２億３，７００万円 （令和４年度） 
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市の総合的な施策の推進にかかる一般会計につきましては、川田谷生涯

学習センター大規模改修事業や河川浚渫
しゅんせつ

推進事業などの増加により、前

年度比１２億２，５００万円（４．９％）増の２６４億６，２００万円と

なりました。 
２ 特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の３特別会計合計） 

１５１億  ５００万円 （前年度比 4 億 6,400 万円  3.2％増） 

１４６億４，１００万円 （令和４年度） 

特別会計の合計額は、介護保険特別会計などの増加により、前年度比４

億６，４００万円（３．２％）増の１５１億５００万円となりました。 
※会計別の予算規模はＰ４を参照してください。 

３ 公共下水道事業会計 

１５億８，５８３万９千円 （前年度比 8,475 万 1 千円 5.6％増） 

１５億  １０８万８千円 （令和４年度） 

ＤＸ推進事業などの増加により、前年度比８，４７５万１千円（５．６％）

増の１５億８，５８３万９千円となりました。 
 

Ⅲ 一般会計当初予算案の概要 

１ 歳入の状況 

【市 税】 

歳入の根幹である市税につきましては、令和４年度の決算見込額や経済

動向などを参考に、前年度比４．５％増の１０８億３８５万９千円を計上

しました。 

（参考）市税当初予算額の推移 (単位：百万円，％)

年　度
令　和
元年度

令　和
2年度

令　和
3年度

令　和
4年度

令　和
5年度

市税当初予算額 10,333 10,360 10,021 10,336 10,804

増減率 2.0 0.3 △3.3 3.1 4.5
 

【地方譲与税・県税交付金】 
地方譲与税や県税交付金につきましては、地方財政計画などを参考にそ

れぞれ計上しました。 

【地方交付税】 
市税に次いで大きな一般財源であります地方交付税につきましては、令和



-3- 

 

４年度の算定額や地方財政計画などを参考に前年度比１０．８％増の３１億

８，０００万円を計上しました。 

【国庫支出金】 

国庫支出金につきましては、新型コロナワクチン接種体制確保事業費補

助金などの減少により前年度比４.１％減の３９億５，０４３万円を計上し

ました。 

【県支出金】 

県支出金につきましては、障害者自立支援給付費負担金などの増加によ

り前年度比０.８％増の１８億１，３２１万２千円を計上しました。 

【繰入金】 

繰入金につきましては、財政調整基金繰入金などの減少により前年度比

１２．０％減の９億６，４２７万８千円を計上しました。 

（参考) 財政調整基金状況  （単位：千円）

年　度
令和４年度末
残 高 見 込

令和５年度
繰 入 額

財政調整基金 1,057,106 905,386
 

【市 債】 

市債につきましては、教育債などの増加により前年度比３４．８％増の

２３億３，５６０万円を計上しました。 

地方交付税の代替であります臨時財政対策債は、地方財政計画を参考に

前年度比５５.１％減の２億１，０００万円を計上しました。また、普通建

設事業に充当しますその他の市債につきましては、後年度の財政負担に留

意しながら、見込み得る額をそれぞれ計上しました。 

（参考）市債年度末残高の推移 (単位：百万円)

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
令和4年度
見　　込

令和5年度
見　　込

市債総額 25,566 25,806 25,717 24,902 24,679

 うち臨時財政対策債 12,711 12,725 13,150 12,450 11,561

 うち通常債 10,715 11,060 10,665 10,669 11,454

 うち庁舎建設事業債 2,140 2,021 1,902 1,783 1,664

２ 歳出の状況 

令和５年度当初予算案主要事業一覧（Ｐ７～Ｐ８）による。 



令和5年度桶川市当初予算案会計別総括表

（単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

26,462,000 61.3 25,237,000 61.0 1,225,000 4.9

国民健康保険特別会計 7,295,000 16.9 7,366,000 17.8 △71,000 △1.0

介護保険特別会計 6,468,000 15.0 5,987,000 14.5 481,000 8.0

後期高齢者医療特別会計 1,342,000 3.1 1,288,000 3.1 54,000 4.2

1,585,839 3.7 1,501,088 3.6 84,751 5.6

43,152,839 100.0 41,379,088 100.0 1,773,751 4.3

※ 公共下水道事業会計については「予算額=総費用-減価償却費+資本的支出」としている。

比較増減

合　　　　　計

一 般 会 計

会　計　／　区　分
令和5年度 令和4年度

公 共 下 水 道 事 業 会 計

特
 
　
別
 
　
会
 
　
計
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令和５年度桶川市一般会計当初予算案

1．歳入款別 （単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 市税 10,803,859 40.8 10,335,813 41.0 468,046 4.5

2 地方譲与税 163,000 0.6 166,500 0.7 △3,500 △2.1

3 利子割交付金 2,000 0.0 3,000 0.0 △1,000 △33.3

4 配当割交付金 54,000 0.2 34,000 0.1 20,000 58.8

5 株式等譲渡所得割交付金 31,000 0.1 43,000 0.2 △12,000 △27.9

6 法人事業税交付金 83,000 0.3 79,000 0.3 4,000 5.1

7 地方消費税交付金 1,700,000 6.4 1,550,000 6.1 150,000 9.7

8 環境性能割交付金 18,000 0.1 27,000 0.1 △9,000 △33.3

9 地方特例交付金 87,000 0.3 93,000 0.4 △6,000 △6.5

10 地方交付税 3,180,000 12.0 2,870,000 11.4 310,000 10.8

11 交通安全対策特別交付金 10,106 0.0 10,858 0.0 △752 △6.9

12 分担金及び負担金 145,128 0.6 141,879 0.6 3,249 2.3

13 使用料及び手数料 253,328 1.0 256,762 1.0 △3,434 △1.3

14 国庫支出金 3,950,430 14.9 4,119,041 16.3 △168,611 △4.1

15 県支出金 1,813,212 6.9 1,798,582 7.1 14,630 0.8

16 財産収入 36,230 0.1 38,780 0.1 △2,550 △6.6

17 寄附金 70,778 0.3 41,264 0.2 29,514 71.5

18 繰入金 964,278 3.7 1,096,096 4.3 △131,818 △12.0

19 繰越金 150,000 0.6 150,000 0.6 0 0.0

20 諸収入 611,051 2.3 649,825 2.6 △38,774 △6.0

21 市債 2,335,600 8.8 1,732,600 6.9 603,000 34.8

26,462,000 100.0 25,237,000 100.0 1,225,000 4.9

比較増減令和４年度令和５年度

合　　　計

款　／　区　分

市税

10,803,859
40.8%

国庫支出金

3,950,430
14.9%

地方交付税

3,180,000
12.0%

市債

2,335,600
8.8%

県支出金

1,813,212
6.9%

地方消費税交付金

1,700,000
6.4%

その他

2,678,899
10.2%
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令和５年度桶川市一般会計当初予算案

2．歳出款別 （単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 議会費 225,293 0.8 233,872 0.9 △8,579 △3.7

2 総務費 2,891,488 10.9 2,800,058 11.1 91,430 3.3

3 民生費 11,467,334 43.3 11,505,926 45.6 △38,592 △0.3

4 衛生費 2,132,055 8.1 2,305,227 9.1 △173,172 △7.5

5 労働費 70,205 0.3 69,083 0.3 1,122 1.6

6 農林水産業費 79,275 0.3 99,927 0.4 △20,652 △20.7

7 商工費 215,570 0.8 196,247 0.8 19,323 9.8

8 土木費 2,303,582 8.7 1,815,491 7.2 488,091 26.9

9 消防費 1,026,531 3.9 996,934 4.0 29,597 3.0

10 教育費 3,375,162 12.8 2,545,397 10.1 829,765 32.6

11 災害復旧費 2 0.0 2 0.0 0 0.0

12 公債費 2,645,502 10.0 2,638,835 10.4 6,667 0.3

13 諸支出金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予備費 30,000 0.1 30,000 0.1 0 0.0

26,462,000 100.0 25,237,000 100.0 1,225,000 4.9合　　　計

款　／　区　分
令和５年度 令和４年度 比較増減

民生費

11,467,334
43.3%

教育費

3,375,162
12.8%

総務費

2,891,488
10.9%

公債費

2,645,502
10.0%

土木費

2,303,582
8.7%

衛生費

2,132,055
8.1%

消防費

1,026,531
3.9%

その他

620,346
2.3%
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 令和５年度当初予算案主要事業一覧
（単位：千円）

秘書室

1 新規 おけがわ魅力発信大使謝礼 180
秘書広報課
産業観光課

9

企画財政部

2 新規 ごみ処理広域化推進事業 10,188
ごみ処理施設整備
推進課

10

環境経済部

3 継続 道の駅推進事業 46,061 道の駅整備課 11

4 継続 道路照明灯ＬＥＤ化事業 39,000 安心安全課 12

5 新規 環境基本計画策定事業 9,000 環境対策推進課 13

6 拡大 脱炭素推進事業 16,474 環境対策推進課 14

7 新規 止水板設置費補助金 1,500 安心安全課 15

福祉部

8 継続 いずみの学園整備事業 100,700
児童発達支援セン
ターいずみの学園

16

9 新規 子育て世帯応援ギフト事業 14,700 子ども未来課 17

10 新規 鴨川保育所大規模改修事業 7,000 保育課 18

11 新規 合理的配慮支援事業補助金 300 障害福祉課 19

健康推進部

12 新規 出産・子育て応援事業 54,452 健康増進課 20

13 拡大 成人歯科健診事業 2,640 健康増進課 21

14 新規 リトルベビーハンドブック 80 健康増進課 22

ページ№ 区分 事　　　　業　　　　名 予算額 担当課

－7－



（単位：千円）

ページ№ 区分 事　　　　業　　　　名 予算額 担当課

15 継続 総合福祉センター昇降機改修事業 37,000 高齢介護課 23

16 新規 育MENクラス事業 367 健康増進課 24

17 拡大 食育推進事業 835 健康増進課 25

18 継続 成年後見制度利用促進事業 3,045 高齢介護課 26

都市整備部

19 新規 駅西口トイレ整備事業 3,500 道路河川課 27

20 継続 駅東口整備事業 100,277 駅東口整備推進課 28

21 新規 南小跡地等利活用調査事業 3,500 都市計画課 29

22 新規 駅西口公園リニューアル事業 27,000 市街地整備課 30

23 継続 愛宕東線整備事業 26,100 市街地整備課 31

24 継続 河川浚渫推進事業 505,500
道路河川課
下水道課

32

25 継続 通学路安全対策事業 4,000 道路河川課 33

26 新規
都市計画マスタープラン・立地適正化
計画策定事業

46,000 都市計画課 34

教　育　部

27 継続 体育館空調設備整備事業 352,700 教育総務課 35

28 拡大 学校プール民間委託事業 16,857 学校支援課 36

29 継続
川田谷生涯学習センター大規模改修事
業

837,998 歴史民俗資料館 37

30 拡大 教育相談充実事業 13,634 学校支援課 38

しゅんせつ

－8－
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№1 おけがわ魅力発信大使謝礼 新規 

予算額 １８０千円 

事業の背景 

・目的 

 

各自治体において、人口減少や少子高齢化等が進展している

中、未来に向けて持続的に発展し続けるため、地域の魅力を発

信し、まちのイメージや知名度向上等に取り組む自治体が増え

ている。 

当市においても「おけがわ魅力発信大使」を任命し、市のイ

メージや知名度等の向上に向け、積極的に市の魅力を広く発信

する。 

事業の概要 

 

桶川市の魅力を発信していただくとともに、今年で２６回を

迎える「べに花まつり」に参加していただくことで、イベント

自体の賑わいや市の更なる魅力発信につなげる。 

 

【主な内容】 

○おけがわ魅力発信大使謝礼  １８０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 秘書室 秘書広報課 ／ 環境経済部 産業観光課 

課 長 名 岩﨑 克浩     ／ 野本 光則 

電  話 048(786)3211 内線1510(秘書広報課) / 内線2210(産業観光課) 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№2 ごみ処理広域化推進事業 新規 

予算額 １０，１８８千円 

事業の背景 

・目的 

 

川島町及び桶川市の１市１町によるごみ処理の広域化を推

進するため、令和５年４月１日に川島町に協議会を設置し、施

設整備に向けた計画策定を実施する。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

新たに設置される協議会の運営経費やごみ処理基本計画策

定、施設整備基本構想策定、循環型社会形成推進地域計画策定

等に係る経費の一部を負担する。 

 

【主な内容】 

 〇ごみ処理広域化協議会負担金  １０，１８８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 企画財政部 ごみ処理施設整備推進課 

課 長 名 野口 誠一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線１６０１ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№3 道の駅推進事業 継続 

予算額 ４６，０６１千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市は首都圏のほぼ中央に位置しており、圏央道や上尾道路

が開通したことから、主要な広域交通網の結節点となってい

る。 

このような交通利便性を活かし、道路利用者の利便性の向上

と安全で快適な道路交通環境の形成に寄与するとともに、地域

の魅力発信、産業の振興、災害時の防災拠点機能を目的とする

施設を、道路管理者（国）との一体型による道の駅として整備

する。 

事業の概要 

 

令和４年度に設計・建設及び維持管理・運営を一括して行う

事業者と契約を締結したことから、令和５年度は、令和６年度

中の開業に向け、設計・建設を実施する。 

 

【主な内容】 

○施設整備費（設計・建設） ４５，９８０千円 

○その他経費            ８１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 道の駅整備課 

課 長 名 山田 知広 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２２３０ 
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令和５年度当初予算案主要事業の概要 
 

№.4 道路照明灯ＬＥＤ化事業 継続 

予算額 ３９，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

電気使用量の削減やＣＯ２の削減による環境負荷の軽減等

を図るため、道路照明灯のＬＥＤ化を令和３年度より計画的に

実施している。 

初年度となる令和３年度は試験的に西側地区（朝日地区）の

路線を選定し実施した。また令和４年度には、東側地区（神明・

寿・東・南・北地区）の路線を選定し実施した。 

令和５年度以降についても計画的に整備し、令和８年度を目

標に市内全域のＬＥＤ化を図る。 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、西側地区において道路照明灯のＬＥＤ化を実

施する。 

 

【主な内容】 

 〇道路照明灯ＬＥＤ化工事  ３９，０００千円 
  ・工事内容：道路照明灯（水銀灯等）をＬＥＤ式灯具に交 

換する。 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 安心安全課 

課 長 名 松崎 洋孝 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１７０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№5 環境基本計画策定事業 新規 

予算額 ９，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市の環境行政の方向性を示す計画として平成１２年に「環

境基本計画」を策定している。 

第六次総合計画基本構想の政策「環境にやさしく みどりと

調和した 桶川」の実現のため、地球温暖化対策など地球環境

の変化や環境に関する市民ニーズの変化を把握し、新たな「環

境基本計画」を策定する。 

 

 

事業の概要 

 

ゼロカーボンシティ宣言の実現に向けた地球温暖化対策に

ついての具体的な計画づくりや資源循環型社会の実現、豊かな

緑と生態系の保全など、最新の社会情勢や地域特性を踏まえ、

令和５年度から令和６年度までの２年間で策定する。 

 

【主な内容】 

 〇環境基本計画策定委託（債務負担行為の設定） 

・期 間：令和５年度から令和６年度まで 

・限度額：９，０００千円  

 ・支払時期：令和６年度に委託料全額を支払 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 環境対策推進課 

課 長 名 武藤 聡 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１５０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№6 脱炭素推進事業 拡大 

予算額 １６，４７４千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市では、地球温暖化対策の推進のため、国のカーボンニュ

ートラル宣言の考えに沿い、令和３年１０月にゼロカーボンシ

ティ宣言を表明した。 

２０５０年温室効果ガス実質排出量ゼロの実現に向けて、市

民等への普及啓発、再生可能エネルギーの普及促進、ごみ減量

化等の取組を推進する。 

 

 

事業の概要 

 

地球温暖化対策のため、二酸化炭素などの温室効果ガス削減

に繋がる取組を実施する。 

 

【主な内容】 

〇ごみ減量化対策推進協議会設置（新規）  ２６２千円 

〇家庭用生ごみの水切り器配布等（新規）  ７２６千円 

〇住宅用新・省エネルギー設置費補助金 ６，０００千円 

 〇生ごみ処理容器購入費補助金       ５６０千円 

 〇剪定枝等チップ化          ８，９２６千円 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 環境対策推進課 

課 長 名 武藤 聡 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１５０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№7 止水板設置費補助金 新規 

予算額 １，５００千円 

事業の背景 

・目的 

 

台風や豪雨等による家屋等の浸水被害を軽減するため、浸水

被害が発生した区域又は発生する恐れのある区域において、止

水板の設置等を行う者に補助金を交付する。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

止水板の設置工事等を行う、住宅、店舗、事務所等の所有者

等に補助金を交付する。 

 

【主な内容】 

 ○止水板設置費補助金  １，５００千円 

・補助対象経費：止水板の設置に係る経費 
・補助率：補助対象経費の１／２（限度額５０万円） 
 
 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 安心安全課 

課 長 名 松崎 洋孝 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１７０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№8 いずみの学園整備事業 継続 

予算額 １００，７００千円 

事業の背景 

・目的 

昭和５０年に開園し建築から４８年経過するいずみの学園

（川田谷地内）について、老朽化対策と併せ、近年多発する災

害への対策を図るため、水害危険度の低い場所（上日出谷南地

内）への移転整備を行う。 

【いずみの学園の概要】 

 ・開 所：昭和５０年４月 

 ・所 在 地：川田谷１９９１－１ 

 ・延床面積：５１０．５４㎡ 

 ・構 造：鉄骨平屋建て 

事業の概要 

 

令和５年度から２か年の継続事業として整備工事を実施す

る。また、移転後に旧施設を解体するための設計を実施する。 

 

【主な内容】 

 ○２か年継続経費（継続費の設定） ３７３，０００千円 

 ・整備工事費          ３６７，０００千円 

        令和５年度     ９５，０００千円 

        令和６年度    ２７２，０００千円 

 ・工事監理委託（令和６年度）    ６，０００千円 

○旧施設解体設計委託（令和５年度）  ５，０００千円 

 ○その他経費（令和５年度）        ７００千円 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 児童発達支援センターいずみの学園 

課 長 名 日野 弘之 

電  話 ０４８（７８６）２３０６   
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№9 子育て世帯応援ギフト事業 新規 

予算額 １４,７００千円 

事業の背景 

・目的 

 

子育て支援の一環として、多様化するニーズに対応可能な商

品券を支給することで経済的な支援を行う。 

併せて、支給時期を健診時とすることで、健診の受診を促す

とともに、全ての乳幼児、保護者と定期的に接することで、保

護者との繋がりを持ち、継続した子育て支援を行う。 

 

 

 

事業の概要 

 

 市内在住の４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳３か月児

健診の対象乳幼児の保護者に商品券を支給する。 

 事業の財源として、子ども・子育て応援基金を活用する。 

 

【主な内容】 

 〇子育て世帯応援商品券 １４，７００千円 

・支給額：乳幼児１人につき１万円分の商品券を支給 

  ・支給時期：４か月児健診、１歳６か月児健診 

３歳３か月児健診 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 子ども未来課 

課 長 名 町田 敦子    

電  話 ０４８（７８６）３２１１ 内線２４９０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№10 鴨川保育所大規模改修事業 新規 

予算額 ７，０００千円 

事業の背景 

・目的 

昭和５７年に開所した鴨川保育所は、建築から４０年経過

し、施設の老朽化が進んでいる。現在の保育需要を踏まえ、今

後１０年から１５年程度、現施設の利用を想定し、長寿命化を

図るため、大規模な改修を実施する。 

【鴨川保育所の概要】 

 ・開 所：昭和５７年４月 

 ・所 在 地：下日出谷東１－３－４ 

 ・延床面積：６８３．７０㎡ 

 ・構 造：鉄骨平屋建て 

事業の概要 

 

鴨川保育所の老朽化に伴う大規模改修工事のための設計を

実施する。 

 

【主な内容】 

○設計委託   ７，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 保育課 

課 長 名 植木 明伸 

電  話 ０４８（７８６）３２１１ 内線２５１０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№11 合理的配慮支援事業補助金 新規 

予算額 ３００千円 

事業の背景 

・目的 

 

障害者差別解消法の改正（令和3年6月公布、公布日から3年以

内に施行）に伴い、国の行政機関や地方公共団体等に義務付け

られている「合理的配慮の提供」が、事業者にも適用されるよ

うになる。 

このようなことから、「合理的配慮の提供」を推進するため、

事業者が対策を講じる経費を補助する。 

 

 

事業の概要 

 

小売業、サービス業等の不特定多数の顧客が利用する市内事

業者（店舗）に対して、「合理的配慮の提供」を行うための用

具作成、物品購入及び工事に要する経費を補助する。 

 

【主な内容】 

○合理的配慮支援事業補助金 ３００千円 

 ・補助対象経費：①支援用具作成経費及び物品購入経費 

②改修工事費 

  ・補助率：①の１０／１０（限度額 ５万円） 

       ②の１０／１０（限度額２０万円） 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 障害福祉課 

課 長 名 池田 えり子 

電  話 ０４８（７８６）３２１１ 内線２４３０ 



-20- 

令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№12 出産・子育て応援事業 新規 

予算額 ５４，４５２千円 

事業の背景 

・目的 

核家族化が進み、地域のつながりも希薄になる中で、孤独感

や不安感を抱える妊婦・子育て世帯も少なくなく、全ての妊婦・

子育て世帯が安心して出産・子育てができる環境整備が喫緊の

課題である。 

このようなことから、妊娠期から出産・子育てまで一貫して

身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ

伴走型相談支援の充実を図るとともに、妊娠の届出や出生の届

出を行った妊婦・子育て世帯等に対し、経済的支援を一体的に

実施する。 

事業の概要 

 

妊娠・出産期の経済的支援として、妊娠時及び出産時にそれ

ぞれ５万円（合計１０万円）を支給する。 

 

【主な内容】 

 〇出産応援金    ２４，０００千円 

 〇子育て応援金   ２４，０００千円 

 〇その他の経費    ６，４５２千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 椎橋 康弘 

電  話 ０４８（７８６）１８５５  
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№13 成人歯科健診事業 拡大 

予算額 ２，６４０千円 

事業の背景 

・目的 

 

う歯や歯周病を早期発見し治療に結びつけることで、健康の

保持増進を図るため、妊婦、２０歳及び６０歳を対象に成人歯

科健診を平成２８年より実施している。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

８０歳になっても２０本以上の歯を保つことを目標とした

「８０２０運動」を推奨するため、歯が失われ始める時期であ

る４０歳を成人歯科健診の対象に追加する。 

 

【主な内容】 

〇成人歯科健診委託  ２，６４０千円 

  ・対象者：妊婦、２０歳、４０歳、６０歳 

 ・実施機関：市内歯科医療機関 

・実施内容：１回につき無料で歯と歯肉の診査を行う。 

２０歳のみ前歯のクリーニングを実施する。 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 椎橋 康弘 

電  話 ０４８（７８６）１８５５  
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№14 リトルベビーハンドブック 新規 

予算額 ８０千円 

事業の背景 

・目的 

 

低出生体重児は、出生後に長期間に渡り入院治療を受ける出

生児が多く、退院後も保護者は育児不安や負担感を抱きやす

い。保護者の心理的支援のため、小さく生まれた赤ちゃんの成

長や発達を考慮した母子健康手帳のサブブックとしてリトル

ベビーハンドブックを作成し、配布する。 

 

 

 

事業の概要 

 

リトルベビーハンドブックを作成し、低出生体重児の保護者

に配布する。 

 

【主な内容】 

〇印刷製本費   ８０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 椎橋 康弘 

電  話 ０４８（７８６）１８５５ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№15 総合福祉センター昇降機改修事業 継続 

予算額 ３７，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

総合福祉センター内の昇降機の老朽化に伴い、改修工事を実

施する。 

 

【総合福祉センターの概要】 

・開 館：昭和５２年４月 

・所 在 地：末広２－８－２９ 

・設置年次：平成３年にエレベーター棟を設置 

 

事業の概要 

 

令和４年度に実施した昇降機を改修するための設計に基づ

き、令和５年度は改修工事を実施する。 

 

【主な内容】 

〇改修工事   ３５，０００千円 

〇監理委託    ２，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 高齢介護課 

課 長 名 梅津 克広 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２４５０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№16 育ＭＥＮクラス事業 新規 

予算額 ３６７千円 

事業の背景 

・目的 

 

育児・介護休業法の改正（令和４年１０月１日）により、さ

らに男性の育児休業の取得がしやすくなり、今後育児休暇を取

得する男性が多くなることが予想される。 

このようなことから、育児休業を取得する予定の男性を支援

するため、「育ＭＥＮクラス」を開催する。 

 

 

事業の概要 

育児休業中に生かせる育児力及び家事力の取得を目的とし

た「育ＭＥＮクラス」を開催する。 

【主な内容】 

○育ＭＥＮクラスの開催  ３６７千円 

「育児休暇中に行う育児及び家事の仕方を学ぶ 

～とるだけ育休にならないために～」 

  ・実施回数：年２回実施 

  ・実施月：８月、１月 予定 

  ・実施内容：１回につき２日間実施 

    １日目…赤ちゃんのお世話・体験談 

        ～ミルクの作り方・おむつ交換～ 

        講師：助産師・育児休業取得済パパ 

    ２日目…料理教室、終了証授与式 

        ～簡単レンチン料理など～ 

        講師：管理栄養士 

        アシスタント：食生活改善推進員 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 椎橋 康弘 

電  話 ０４８（７８６）１８５５  
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№17 食育推進事業 拡大 

予算額 ８３５千円 

事業の背景 

・目的 

 

健康寿命延伸を目的に、桶川市健康づくり推進計画・食育推

進計画「健康えがお桶川プラン」（平成２６年３月）を策定し、

食育を通した生活習慣病予防及び改善に取り組んでいる。 

令和５年度の計画の見直しに伴い、更なる効果的な食育の推

進を行うため、栄養学の専門機関である女子栄養大学と連携

し、地域の食生活課題の解決に向けた食育の推進を図る。 

 

 

事業の概要 

 

食を通した健康づくりを推進するため、女子栄養大学と連携

し、食生活の実態把握及び分析を実施するとともに市民に周知

をしていく。 

 

【主な内容】 

〇食育推進事業委託    ３６２千円 

・専門的な業務を女子栄養大学に委託する。 

 ○ナトカリ測定器購入費  ２２０千円 

○印刷製本費       １９３千円 

  

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 椎橋 康弘 

電  話 ０４８（７８６）１８５５  
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№18 成年後見制度利用促進事業 継続 

予算額 ３，０４５千円 

事業の背景 

・目的 

 

成年後見制度は、認知症、知的障害その他精神上の障害によ

り判断能力が不十分な人の権利擁護を支える手段として、身上

保護と財産管理の支援によって、本人の地域生活を支える役割

を果たしている。 

地域共生社会の実現を目的として成年後見制度の利用促進

を図る。 

 

 

事業の概要 

 

成年後見制度の利用促進を図るため、関係機関の連携、支援

強化等の役割を担う中核機関を設置する。 

 

【主な内容】  

〇成年後見制度利用促進事業委託 ３，０４５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 高齢介護課 

課 長 名 梅津 克広 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２４５０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№19 駅西口トイレ整備事業 新規 

予算額 ３，５００千円 

事業の背景 

・目的 

 

駅西口トイレは、昭和５９年の整備完了から３８年が経過

し、施設の老朽化が進んでいることから、施設の整備を実施し、

利用者の利便性の向上を図る。 

【駅西口トイレの概要】 

 ・設  置：昭和５９年１１月 

 ・所 在 地：若宮１－９０－３ 

 ・延床面積：２２．３４㎡ 

・構 造：鉄骨平屋建て 

事業の概要 

 

 駅西口トイレの老朽化に伴い、新たに建設するための設計を

実施する。 

 

【主な内容】 

 〇設計委託 ３，５００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 

課 長 名 谷島 貴 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７３０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№20 駅東口整備事業 継続 

予算額 １００，２７７千円 

事業の背景 

・目的 

 

桶川駅東口周辺は、道路が狭隘であるため、駅を利用する歩

行者や自転車、送迎の自動車等が交錯している。この状況を解

消するため、歩車道を分離した「駅東口駅前広場」等の整備を

進めながら、安心・安全で賑わいのある駅東口周辺地区を目指

す。 

 

 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、駅東口駅前広場を整備するための用地取得及

び市道１１－１号線(仲仙道線交差点付近)を整備するための

無電柱化詳細設計を実施する。 

 

【主な内容】 

○駅東口駅前広場（延長：１００ｍ 幅員：５６ｍ） 

  ・整備事業用地        ３０，０００千円 

  ・物件等補償料        ５３，０００千円 

○市道１１－１号線（延長： ８０ｍ 幅員：２０ｍ） 

・無電柱化詳細設計委託    １５，０００千円 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 駅東口整備推進課 

課 長 名 辻本 潤一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７２０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№21 南小跡地等利活用調査事業 新規 

予算額 ３，５００千円 

事業の背景 

・目的 

 

現在、ことぶき広場として活用している南小跡地について

は、中心市街地のさらなる利便性の向上とにぎわいの創出に繋

がるよう、活用の仕方についての検討を実施している。 

この度、駅東口駅前広場の全体像の具体的な形が決まり、そ

の周辺の基盤整備についても進んできたことから、南小跡地を

含めた駅東口周辺市有地の全体的な活用の方向性を検討する

ため、その利活用の調査を実施する。 

事業の概要 

 

南小跡地（ことぶき広場）などの駅東口周辺市有地の利活用

手法を検討するため、市民アンケート及び民間企業ヒアリング

を実施する。 

 

【主な内容】 

 ○南小跡地等利活用調査委託     ３，５００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 都市計画課 

課 長 名 朝香 学 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７１０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№22 駅西口公園リニューアル事業 新規 

予算額 ２７，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

昭和６１年に開園し３７年経過する駅西口公園の水施設に

ついて、公園利用者などから寄せられた意見や要望を基に、令

和５年度から令和６年度までの２年間でリニューアルする。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、既存の水施設の一部にクライミングウォール

やミストポール等を設置するとともに、新たな水施設の設計を

実施する。 

事業費の一部について、子ども・子育て応援基金を活用する。 

 

【主な内容】 

 ○クライミングウォール設置工事  ８，０００千円 

（子ども・子育て応援基金を活用） 

 ○児童用遊具設置工事       ４，０００千円 

（子ども・子育て応援基金を活用） 

○ミストポール等設置工事     ４，０００千円 

○水施設設計委託        １１，０００千円 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 市街地整備課 

課 長 名 瀧本 哲 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７９０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№23 愛宕東線整備事業 継続 

予算額 ２６，１００千円 

事業の背景 

・目的 

 

愛宕東線の全体計画延長１，０８０ｍのうち約８８０ｍが土

地区画整理事業により平成３０年度に完成した。 

今後は残りの区間を整備していく。 

【整備の概要】 

・整備箇所：桶川市大字下日出谷地内 

・計画延長：約２００ｍ 

・計画幅員：１２ｍ 

・事業期間：令和４年度から令和１０年度まで 

事業の概要 

 

物件調査積算、土地鑑定、標準家賃算定を実施する。 

【位置図】 

  

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 市街地整備課 

課 長 名 瀧本 哲 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７９０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№24 河川浚渫
しゅんせつ

推進事業 継続 

予算額 ５０５，５００千円 

事業の背景 

・目的 

 

昨今の台風等に伴う河川氾濫による大規模な浸水被害が相

次いでいる中、河川等の浚渫（堆積土砂の撤去等）が重要視さ

れている。 

国では地方公共団体が緊急かつ集中的に浚渫事業に取り組

み危険箇所を解消できるよう、緊急浚渫推進事業制度を創設し

た。 

これを受け当市では、浚渫事業を計画的に実施し、河道の流

下能力を確保し、浸水被害等の軽減を図る。 

事業の概要 

令和５年度は、高野戸川、舎人調整池、江川流域水路、東部

都市下水路の浚渫工事並びに江川流域水路、宮ノ脇調整池及び

小在家水路を浚渫するための設計を実施する。 

【位置図】 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 ／ 下水道課 

課 長 名 谷島 貴        ／ 稲橋 雅史 

電  話 048(786)3211 内線2730（道路河川課）/ 内線2770（下水道課） 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№25 通学路安全対策事業 継続 

予算額 ４，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

令和３年６月に千葉県八街市において、下校途中の児童が交

通事故に巻き込まれて亡くなるという痛ましい事故が発生し

た。当市においても、市内の小中学校等の通学路の交通安全を

確保するため、関係機関とともに現地の通学路安全総点検を実

施した。 

令和４年度から通学路安全総点検による危険箇所について、

安全対策を実施している。 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、安全対策として北一丁目地内の通学路の道路

側溝に蓋を設置する。 

 

【主な内容】 

○通学路安全対策工事 ４，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 

課 長 名 谷島 貴 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７３０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№26 都市計画マスタープラン・立地適正化計画策定事業 新規 

予算額 ４６，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

現在の「都市計画マスタープラン」が令和７年に目標年次を

迎えることから、当市の現況及び社会情勢の動向を把握し、都

市の将来像を踏まえた都市計画を定めるため、新たな「都市計

画マスタープラン」を令和５年度から令和６年度までの２年間

で策定する。また、人口減少及び少子高齢化に対応した持続可

能な都市政策に資する、コンパクトな都市構造の形成をより一

層進めるために、都市機能を誘導する区域を定める「立地適正

化計画」を併せて策定する。 

事業の概要 

 

令和５年度から令和６年度までの２年間で計画を策定する。 

令和５年度は、現行の都市計画マスタープランの評価及び分

析並びに市民アンケートを実施するとともに、立地適正化計画

については、上位計画及び関連計画の整理並びに現状分析を実

施する。 

 

【主な内容】 

 ○都市計画マスタープラン等策定委託 

（債務負担行為の設定） 

・期 間：令和５年度から令和６年度まで 

・限度額：４６，０００千円 

  ・支払時期：令和６年度に委託料全額を支払 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 都市計画課 

課 長 名 朝香 学 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７１０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№27 体育館空調設備整備事業 継続 

予算額 ３５２，７００千円 

事業の背景 

・目的 

 

昨今の記録的猛暑などに鑑みて、安全性を備えた安心感のあ

る快適な教育環境を実現するため、市内全ての小・中学校体育

館に空調設備の整備を実施する。また、指定避難所であること

から、誰もが安全・安心かつ快適に利用できるように防災機能

の強化を図る。 

 令和４年度は体育館空調設備整備のための設計を小学校４

校で実施した。 

 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、令和４年度に設計した小学校４校について整

備工事を実施する。 

また、小学校３校について設計を実施する。 

 

【主な内容】 

 〇体育館空調設備整備工事    ３２３，０００千円 

  ・桶川小、加納小、川田谷小、桶川西小にて実施 

〇体育館空調設備工事監理委託   １３，７００千円 

  ・桶川小、加納小、川田谷小、桶川西小にて実施 

〇体育館空調設備設計委託     １６，０００千円 

  ・桶川東小、日出谷小、朝日小にて実施 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 教育総務課 

課 長 名 佐藤 尚徳 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１１０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№28 学校プール民間委託事業 拡大 

予算額 １６，８５７千円 

事業の背景 

・目的 

 

民間の屋内施設を利用することで、天候に左右されずに安定

的に中学校の水泳授業を行うことができる。 

教員とインストラクターの指導による生徒の泳力向上と安

全な授業の実施、長期的なプールの維持管理費用の削減を図

る。 

令和４年度は桶川東中学校、桶川西中学校２校にて実施。 

 

 

事業の概要 

 

令和５年度は、既存の２校に桶川中学校、加納中学校の２校

が加わり、市内全中学校全学年にて実施する。 

 

【主な内容】 

 ○学校プール民間委託   １６，８７５千円 

  ・実 施 校：市内全中学校  

  ・指 導 方 法：教員とインストラクターが指導を行う。指

導員を増やすことで、生徒の水泳技術に応

じた支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 学校支援課 

課 長 名 阿久津 裕一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１３０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№29 川田谷生涯学習センター大規模改修事業 継続 

予算額 ８３７，９９８千円 

事業の背景 

・目的 

平成４年に建築された川田谷生涯学習センターの老朽化に

伴い施設の大規模改修を実施し、長寿命化と利便性の向上を図

る。 

【川田谷生涯学習センターの概要】 

・開  館：平成４年８月 

・所 在 地：川田谷４４０５－４ 

・延床面積：３,２６３㎡ 

・構  造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、２階建て 

・構成施設：川田谷公民館、歴史民俗資料館、川田谷図書館 

事業の概要 

 

令和４年度から２か年の継続事業として大規模改修を実施

し、令和５年１２月にリニューアルオープン予定。（歴史民俗

資料館は令和６年４月予定） 

  

【主な内容】 

〇総事業費（継続費）     １,０８４,４２０千円 

  ・改修工事費（２か年）   １,０２１,０００千円 

         令和４年度    ２４９,４２２千円 

         令和５年度    ７７１,５７８千円 

  ・工事監理委託（令和５年度）   １３,４２０千円 

 ・展示製作委託（令和５年度）   ５０,０００千円 

 〇その他の経費（引越委託）      ３,０００千円 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 歴史民俗資料館 

課 長 名 田村 英与 

電  話 ０４８（７８６）４０３０ 
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令和５年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№30 教育相談充実事業 拡大 

予算額 １３，６３４千円 

事業の背景 

・目的 

 

不登校や個別の配慮を要する児童生徒数は増加傾向にある。

背景は様々であり、個別に対応の必要性も増加している。 

そのような現状において、教育相談事業の充実を図るため、教

室において学習することが困難な生徒が利用する各中学校の学

習支援室に専任の職員を配置し、教室以外の安心安全な居場所

づくりを行う。また、桶川市教育センターの相談員を増員し、相

談対応の充実を図る。 

 

事業の概要 

 

 学習支援室専任職員の配置及び教育センター相談員を増員す

る。 

 

【主な内容】 

 ○学習支援室専任職員の配置    ３，８３８千円 

  ・人数：各中学校に１名の配置 

  ・内容：専任職員が学習支援室を訪れた生徒に対応する。 

教室（担任）や相談室等につなぐ役割も担う。 

 ○教育センター事業        ９，７９６千円 

  ・適応指導事業と相談事業の両輪で運営しているため、相 

談員の増員により両事業を充実させる。 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 学校支援課 

課 長 名 阿久津 裕一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１３０ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 

桶 川 市 


